
24 次世代を育てる全領域デジタノレ教材の展開

社会，地理歴史，公民におけるデジタル教材の活用

1 新しい小学校・中学校・高等学校の学習指導要領から

社会科教育講座峯明秀

mine@cc. osaka-kyoiku. ac. jp 

社会科における ICTの活用(デジタル教材の活用)がどのように考えられているかを，学習

指導要領からみると次のようになる。平成 20年 3月に告示された小学校学習指導要領と中学

校学習指導要領及び平成 20年の 12月に原案が提示された高等学校学習指導要領における地

理歴史，公民の指導計画の作成と内容の取り扱いの項目では，デジタル教材の活用に関連す

るコンピュータや視聴覚機器，情報通信ネットワークの利用について次のように記載されて

いる [lJ。

0小学校学習指導要領社会

学校図書館や公共図書館，コンビュータなどを活用して，資料の収集・活用・整理など

を行うようにすること。

O中学校学習指導要領社会

資料の収集，処理や発表などに当たっては，コンビュータや情報通信ネットワークなど

を積極的に活用し，指導に生かすことで，生徒が興味・関心をもって学習に取り組める

ようにするとともに，生徒が主体的に情報手段を活用できるよう配慮するものとする。

その際，情報モラルの指導にも配慮するものとする。

0高等学校学習指導要領 地理歴史(改訂案)

資料の収集，処理や発表などに当たっては，コンビュータや情報通信ネットワークなど

を積極的に活用するとともに，生徒が主体的に情報手段を活用できるようにすること。

その際，情報モラルの指導にも留意すること。

0高等学校学習指導要領公民(改訂案)

資料の収集，処理や発表などに当たっては，コンピュータや情報通信ネットワークなど

を積極的に活用するとともに，生徒が主体的に情報手段を活用できるようにすること。

その際，情報モラルの指導にも留意すること。

これらは前回の平成 10年 12月に告示された指導要領[2Jから，小学校においては，ほぼ同

じく踏襲されているものの 中学校においては「・一教育機器の活用を促すようにする」から

発展している。また，平成元年に告示された学習指導要領[2J社会編には，小学校および中学

校のいずれにおいても コンビュータに関する記述はない。

[lJ新しい学習指導要領(文部科学省 http://w剛 .mext.go. jp/a_menu/shotou/new-cs/ 

[2J過去の学習指導要領(教育情報ナショナルセンター http://www.nicer.go.jp/guideline/old/
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2 社会におけるデジタル教材の活用

文部科学省は，政府の e-]apan戦略[3]で掲げられた「概ね全ての教員がコンビュータ等

を使って指導できるようにする」という目標を達成するために，平成18年10月に教員のICT

活用指導力の基準の具体化 ・明確化に関する検討会を設けた。そこでは， ICT活用指導力の基

準の具体化 ・明確化を図ることにより教員の到達目標を明らかにするとともに，その普及 ・

活用方策等が検討され，その結果が教員のICT活用指導力の基準としてまとめられた[4]。

これによると，学校教員のICT活用の指導力は次の5つのカテゴリーに整理された。

A 教材研究 ・指導の準備 ・評価

B 授業中の ICT活用指導

C 児童生徒の ICT活用指導

D 情報モラノレなどの指導

E 校務における ICT活用

我々の想定する各教科や領域におけるデジタノレ教材は，主にこのうちのAからCに対応す

る広義のコンテンツを表している。そこで，このICT活用指導力の基準における例示から，社

会におけるデジタル教材の具体的な利用イメージを取り出してみよう。

A 教材研究 ・指導の準備 ・評価

〔小〕歴史上の人物や文化遺産などについて，インターネットを使って情報を収集する。

〔小J.歴史上の人物や文化遺産など、について，プレゼンテーションソフトを用いて資料を作

成する。

〔中〕戦国時代の合戦の絵図をプロジェクタで提示することで生徒の理解が深まらなし1か検

討する。

〔中〕地理的分野の学習で，ニュース記事を利用して地域の地理的事象を調べる際に，新聞

社や通信社などのWebサイトを利用することが効果的だと思われる場面を検討する。

〔中〕地理的分野の学習で，地域の特色を調べるために，公共機関や在日外国大使館，政府

観光局などのWebサイトを利用して資料を収集する。

〔中〕地理的分野の学習で，統計資料を収集する際に，官公庁や専門機関などのWebサイ

トにある統計資料を収集する。

〔中〕デジタノレカメラを使って，地域の景観や古文書，史跡などを撮影し，提示用の教材を

作成する。

〔中〕野外調査で使用するアンケートなどの調査票をワープロ型ソフトウエアで作成し，印

刷する。

B 授業中の ICT活用指導

〔小〕特色ある地域の様子やつながりの深い外国の様子についての情報を提示して，地域や

外国への興味 ・関心を高める。

〔小〕歴史上の人物の肖像画などを，プロジェクタなどを活用して拡大提示する。
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〔小〕航空写真などをプロジェクタで拡大提示して，特色ある地形や土地の使われ方を考え

させる。

〔小〕江戸時代と明治時代の画像をプロジェクタで提示して，文明開化によるくらしの変化

を比べて考えさせる。

〔小〕都道府県や住んでいる地域の特色を考えさせるために，プロジェクタで拡大した白地

図を使って指導する。

〔小〕自動車の組み立てにおける工夫を，動画やアニメーションを活用して，工程別にとら

えるように提示する。

〔中〕歴史的分野の学習で，地域の史跡や文化財への関心を高めるために，公共機関や博物

館，郷土資料館などのWebサイトの情報をプロジェクタで提示する。

〔中〕南鳥島の地図や映像をプロジェクタで拡大して提示し，島の景観の変化に関心をもた

せる。

〔中〕公民的分野の学習で，官公庁や専門機関などのWebサイトにある最新の統計資料を

提示して，生徒の疑問から本時の課題をつくる。

〔中〕博物館や資料館の安土桃山時代の資料をプロジェクタで提示して，鉄砲の伝来と戦の

変化に気付き，本時の課題をつくる。

〔中〕歴史的分野の学習で，地域の歴史を調べる際に，都道府県や市町村などの公共機関，

博物館，郷土資料館などのWebページにある郷土史に関する情報を検索し，提示して，生

徒の理解を深める。

〔中〕農林水産省のWebページの「食料・農業・農村基本計画jの資料を提示し，生徒の思考を

深める。

〔中〕学習用ソフトを適切に活用して本時に学習した社会的事象をプレゼンテーションソフ

トで整理して提示し，生徒の知識定着を図る。

〔中〕新聞の記事や官'公庁のWebページを提示して，本時の授業で生徒が考えた産業構造の変

化の原因が正しかったことを示し，生徒の知識定着を図る。

C 児童生徒の ICT活用指導

〔小〕日本の国土や産業，歴史，政治の働き，世界の中の日本の役割などを調べるためにイ

ンターネットやコンピュータなどを活用させる。

〔小〕都道府県や市町村の様子などを調べるために，インターネットやコンピュータなどを

活用して情報を集めることができるように指導する。

〔小〕都道府県や世界の国々などについて調べた結果を，表計算ソフトを活用して表やグラ

フに表すことができるように指導する。

〔小〕地域や都道府県，世界の国々についてプレゼンテーションソフトでまとめるように指

導する。

〔小〕県名や国名を覚えるために，クイズ式コンテンツを活用して練習できるように指導す



次世代を育てる全領域デジタル教材の展開 27 

る。

〔中〕第二次世界大戦についての情報をインター不ットを使って博物館なと守のWebページから

収集させる。

〔中〕地理的分野の学習で，各地の産業についての情報をインターネットを使って収集させ

る。

〔中〕生徒が生活している土地に対する理解と関心を深めさせるために，身近な地域の観察

や調査などの活動を行い，調査結果を表計算ソフトで表やグラフにまとめさせる。

〔中〕調べ学習で日本のエネルギー資源や鉱物資源と産業の関係を示す発表用の資料をつく

るために官公庁のWebページから収集したデータを表計算ソフトで表やグラフにまとめ

させる。

〔中〕身近な地域の調査で収集したデータを整理させ，表計算ソフトを使って表やグラフを

作成して，プロジェクタで示しながら発表させる。

〔中〕地図を作成するソフトウエアを利用して，主題図を作成したり，目的に応じた投影法

の地図を描き，できあがった地図をプロジェクタで示しながら発表させる。

〔中〕地域の産業・農業・工業などの学習のまとめで，一人一台のコンビュータでインター

ネット上にある教育用コンテンツを繰り返し活用させて知識の定着を図らせる。

〔中〕歴史の学習の復習で生徒のペースで繰り返し学習を行うドリル型学習ソフトを活用さ

せる。

社会科の授業においては，学習者が社会事象に対し，興味・関心をもち，疑問や問題を見

いだし，情報・資料を収集・選択することによって，その解決策を考察，表現する過程が重

要である。そのためには情報収集・活用の技能の修得や，その過程を考察して言葉や図表な

どで表現できるような能力の養成が必要となる。その際，デジタル教材の活用は，場合によ

っては，限られた視聴覚メディアに依存した理解にとどまってしまう危険性がある。

実際の社会のしくみや構造，社会機能，社会問題についての理解には，多面的・多角的な

考察が必要であり，氾濫する情報資料を取捨選択し活用する必要がある。特定のコンテンツ

や，モデル化された世界を提示するシミュレーションとは根本的に異なるところであり，こ

れらのデ、ジタル教材の持つ性質を十分踏まえた上で，適切な場面での ICT活用を進めること

が重要である。

[3J e-]apan戦略(高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部)

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/ 

[4J教員の ICT活用指導力の基準(文部科学省 https://tab-ict.nime.ac.jp/ 
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3 授業に役立つ社会のデジタル教材 10選

社会におけるデ、ジタル教材をインターネットで検索してみた。 google検索を用いて，

(小学校中学校高等学校特別支援学校デジタル教材コンテンツ社会 地理歴

史公民日本史世界史現代社会政治経済倫理)で，約 552件ヒットする。これ

らの中から，社会におけるデジタル教材で代表的なものや特徴を持ったものを紹介する。

(1)教育情報ナショナルセンター (NICER)

http://www.nicer.go.jp/ 

・デジタルコンテンツの活用高度化推進事業委託先一覧

http://e-school.nicer.go.jp/digicon/digiconOl.htm 

. Top-Web研修システム

http://www. nicer. go・jp/eltt/

我が国における教育 ・学習に関する情報ネットワークの中心的役割を果たしている教育情報

ナショナルセンター(NICER)のHPには，インターネット上にある日本の教育 ・学習に関する

あらゆる情報を収集し，体系的に整理している。学習者や教員などが求める情報を適切に選

択表示できる仕組みを作っている。

(2) NHKデジタル教材 (NHK)

.しらべてゴー (3・4年)

http://仰 w.nhk.or. jp/school/bangumi/go/2-hp6-siryo.html 

・日本とことん見聞録 (5年)

http://www.nhk.or.jp/school/bangumi/nippon/2-hp2-1ink.html 

-見える歴史 (6年)

http://州 w.nhk.or. jp/school/bangumi/rekishi/2-hp2-1ink. html 

NHK教育テレビの学校教育放送番組と連動して，映像クリップ，ワークシート，

リンク集，ゲームなどから構成されている。教師向けには年間指導計画や指導の手

引き例もある。

( 3)なるほどデータ forKids (小学生向け) (総務省)

http://www.stat.go.jp/kids/ 

How to統計(高校生向け)

http://仰 w.stat.go.jp/howto/index.htm 

総務省統計局ホームページ (http://www.stat.go.jp/index.htm)にある統計学習サ

イトには，小中学生向けのやさしい統計サイトがある。統計の役割や作り方を知って，統計

データを調べ学習や自由研究に活用できるようにしている。先生方も，統計に対する理解を

深めることができる。



(4 )国土地理院(国土交通省)

http://www.gsi.go.jp/ 
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地理の授業において，空間情報は必要不可欠である。基盤地図情報や空間写真，さ

まざまな主題図などをダウンロード・閲覧できる。学習者も授業者も GIS・国土の情報，地

理に関する最新の正確な情報データを入手でき，それをもとに地図を作成，表現することが

できる。

( 5) Kids Page 経済産業省)

http://www.meti.go.jp/intro/kids/index. html 

各省庁は，行政の取り組みの広報，情報発信はもとより，子ども向けのさまざまな

情報やデータを提供している。経済産業省の Kidsページも経済や産業の用語や動きについて

わかりやすく解説し，また他国体や各資料へのリンクが貼られ，学習者が調査できるように

工夫されている。

(6) TOSSランド

http://www.tos-land.net/ 

TOSSランドは，アクセス 3，000万，登録サイト 10，000件以上にも及ぶ，教育界随

一のポークルサイト。社会科だけに限らず，学校教育の各教科，各領域をカバーし， 日本で

最大の「子ども自身が学べるサイトJ ボランティア教育J 環境・エネルギー教育Jなど

の多くのサイトが創られている。日々真撃な教育実践に取り組んでいる教師とすぐれた研究

者，専門家との協同作業で創られ，授業に役立つ学習指導案や資料が用意されている。

( 7 )東京Eネット(東京書籍)

http://ten.tokyo-shoseki.co.jp/ 

教科書会社は，教師向きに学習指導要領や研究会や学校案内，その他教育界情報を

提供している。教科書に沿った実践事例や授業づくりに役立ちそうな資料が校種別にまとめ

られている。 KIDSや保護者向けのサイトも充実し，バーチャル展覧会や博物館・見学施設も

見ることができる。

(8 )全国教育研究所・教育センタ一等のホームベ←ジ(粛藤道子)

http://members3.jcom.home.ne.jp/mi_saito/link.html 

各都道府県および市町村の教育委員会の出先機関として，教職員の研修や公開講

義，その他の教育活動の調査研究にかかわる中核的機能を果たすのが教育センター，教育研

究所である。本ホームページは，全国教育研究所連盟加盟機関(191/234機関)も含めたリン

クサイトである。研修や講座参加の募集やさまざまな連絡だけでなく，学習指導に役立つコ

ンテンツが工夫されてきている。

( 9) N 1 E (Newspaper in Education = rエヌ・アイ・イーJ 教育に新聞を)
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http://仰 w.yomiuri. co. jp/nie/index. htm 

.新聞各社の NIE・教育関係ページ

http://nie.jp/link/link01. html 

教育界と新聞界が協力し，杜会性豊かな青少年の育成や活字文化と民主主義社会の発展など

を目的に掲げ，全国で展開している。全国各地のNIE実践報告書のほか，各新聞社が作成

・刊行している NIE関連の視聴覚資料，書籍など実践に役立つ資料が提供される。

(10)インテル@教育支援プログラム

http://www.intel.co.jp/jp/education/ 

授業でテクノロジーを活用し，児童・生徒の 21世紀型スキル取得を促進する教員

研修を提供している。指導案，授業実践例，効果的なプロジェクトの設計，リンク集が提供

されている。著作権についても知ることができる。このプログラムを生かした大学における

実践例を次に紹介する。

http: / /www. intel: co. jp/ jp/ education/teach/event/mtclub3_2. htm 

・峯明秀「思考支援型単元プラン作成による授業設計力の育成一選択科目「社会科教育実践

論」の展開一」

http://download.intel.com/jp/education/teach/event/mtclub3/presentation_mine. pdf 
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・第1節指導法に関する科目における慢築設計

(1)教科で培われる能力と，実社会に生きるために

必要な能力との隔たり

(2)学生による意図的な慢業設計のための戦略的な
プログラムの必要性



スライド

5・6

スライド

7・8

スライド

9・10

スライド

11・12

スライド

13・14

逆向きの設計による理解

.犬伝

"念

掴昌司儒過

JeyM c: TI {1'1・..，'0・r温帆"~tU IUnduder叫吋byOesignProl回jjonal
0 ... 同開"首WorIrt:lOOlclASCD;2004白押 .66-68

空竺マ?望圃盟国・・・

2006.11.20ルーブリク評価づくりt

単元Y宮市か~，地j，jîの中での暮らしの変化~おじい
ちゃん、おばあちゃん大好き~

ある生慢の別作鞠

授業観察者の意見2

社会科はもちろん、他教科・領織の『授業づくり』
のための方法が、詳しく説明されていた。棟集は説
明だけに終始するのではなく、例え11，慢棄の目標
を受講者間で絡し合ったり、批評しあったりした。非
常に活動が多〈取り入れられていた。また実際に受
講者lま侵業内で綬業を提案・実践し、それを評価す
ることをした.綬業子ーマのi量り実践的な授業で
あったと考える。ただし、評価に関する専門的な用
語が多く、全員が講義内容を深〈理解していない可
能性があること。また、彼業の性賃上、パ、ノコンスキ
ルの指導がやや多かったように感じた。
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社会科教育実践論の実施状況
1 ガイダンスこれからの教宵
2 プログラムの確認，到達目線の訟定

3'4 カリキュラム構成質問
5 著作砲の理解， Web上の情報検索
6・7プロジェクト学習の理解
日 ループリクの理解 ・鰐価基準の設定方法

9 ※VTRによる授業の見方
10 プレゼンテーシヨンの理解
1l-13 各自の単元プラン作成作業
14.15 単元プランの相互評価
※Z固から単元プランの作成にかかる.
9回 VTR限量観療によって俊章の雰囲盟を掴ませる.

2∞6.10.23か'Jhラム構成質問づ〈り

少予事掛目コーす量買曹を・摘『ー値・ー慣圃骨刊ー<9鉱S再調U

ルーブリク解価づくり解説2

授業観察者の意見1

指導来を共有すること，あるいは他人の良い指

導案を早〈見たいと思うことはあっても.自分が良い
指導案をつくりそれを他人に紹介したいとまでは。

普通はなかなか気符ちが行かない.そういう意様で
は，安易に「良い術導案の書き方を教えてよ』と患っ

ている学生がいたかもしれません.指導を書いて『
他人に見られ鍛えられて→さらに洗練させていく
という流れをデジ11ルなものを使えばより深〈・
便利にできる.ということを動機付けとして紹介する

ことが大切だと感じました.

アンケート項目

1学習全体の振り返り

①今回の慢業内容は.あなたにとって有益でしたか

②興情味報や機関器心をを活高用めしるたた授め業には.児童・生徒の学習への
有効だと思いましたか。

2学習した内容についての理解

①プロジェクト型学習. ②ループリク評価

③カリキュラム構成質問，④思考支燭型妓業単元プラン

3受講時期

4時間配分。宿題の量や肉容

5今後の活用(教育実習で活用しようと考えていますか}
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スライド
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1 -'1ノ今回の綬業内容は.あなたに

とって有益でしたか。

bE干し菅すa}o事長)!t:>五ぷ古事L工J恵存京司

2 学習した内容についての理解

a l盲 3
且A時宜4・2之，.;It.1ヲy
IIHJ弘前底宵1.1

トヨ吋IJ0~'事唖

='IJγzワト字習
z ι " " " F 偶 京風 '"‘ <<t. iOIO lC凪

1 1 a 十分"~l ・IJ証明 白3し酬 OJ航問うた

L 

4 時間がより多く必要か 宿題の量や内容は適当か

l'"'.t 
『制

授業についての意見・感想・要望

<>自由な発想を持って取り組めた。
<>侵業を作っていく際にどのような順で考えて
いけiまよいかわかりやすい。
<>実践的な妓i!/tt膏成が考えられた
<>他の人の考え方の交流の機会が与えられた
ことカfよかった。
<>ルーブリク評価を知弘子どもたちがどこまで
逮せれlまよいかとし、うことを示す必要を感じ
fニ。

1 -②情報機器を活用したl受業は，児童・生徒
の学習への興味や関.l;そ高めるために有効だ
と思いましたか.

国主v;互完車五百五百否京市王宗夜h石仁|

5教育実習で利用するか

18寺附IO
研究1St累
でIJ使え
も1、.
短期間で

畑J合っ
た子ども
を対量に

実施する

のは叫し

口用語の縦しさ

今後の蝶題

口情報機器の操作の不慣れ

口課題に対する時間の不足

口テキストの}旨矛ぬtもう叫し"Jlolfであればよかった.
ロベージのITち方わかりにくい.テキストが大きすぎる.

ロモジューJt.というのがわかり!と〈かったe
明確な掲示の必要性，時間内の進度差.
時間外の:里M学習に対する意識

j主)本実践で/i，イ ンテルティーチ a プログラムの単元 フ弓ンシートを活用し.統 された

学習指導莱として a 単元フ ラン・教師用教科，素材・ワークシート・制作!被lを リ ンクさせ，

提出させた O 受 講 者 全 員 によるデジタルヂータ化した教材の共有化を試みた。 (2006. 

2007年度社会科教育英践論)




